



























































































































































































































































































































































23 24朝雨 25 26 27
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－
30 31 9月1日 2 3 4 5
6朝潅水 7 8夕方雨 9 10朝雨
19朝潅水 20朝潅水 21-日南
28
22
一
29朝雨
11 12
目的 小松精練屋上における気象条件
試験日
??????????
﹇????
1”
90
釦
7o宮
“旨
“閥
“
釣
20
10
???
＞セダム＋多孔質基盤による,ヒートアイランド
現象抑制効果の検証
〔???】??、???
????????
〆芝とセダム＋多孔質基盤による，
ヒートアイランド現象抑制効果を熱収支を
用いて比較
－0
24”
???
6m9“12“15釦ウ…21“2490
時刻
試験日の下向き日射量
m3m6DO U2釦15“18”20m
時刻
測定した日の中で最も暑かった日｡最高気温は33･C
日中での最大日射量は900W/m2になった。
※真夏の日中の日射量は800～1100W/m2程度
19 20
サーモグラフィ一による温度変化の様子 試験区上の気温
試験日2009/8/20(当日朝灌水）試験日2009/8/20(当日朝灌水） ???????????
????蕊蕊蕊
耀"窒雪陰m｣型崖璽|画｜
""|'mヨ儲|_－画'~E
ご
坐
－－
夏
10;“11:“12:0013:OO14:0015:0016:00
時刻
無処理区z①>② 風の影響があるものの．
F>Z雛ﾝド溺鋼卿"鶏”芝区:③=④表面のクーリンググリーンビズG区:⑤＜⑥表面のｸーリン
無処理区では太陽熱で屋上表面が熟せられているのに対し,土壌区･多孔質基盤区では
打ち水の効果により.表面温度が低い｡芝区･セダム＋多孔質基盤区における表面温度は
さらに低い。
21 22
試験区上の関係湿度 目的
試験日2009/8/20(当日朝灌水）????
???
?
﹇????? 〆セダム＋多孔質基盤による,ヒートアイランド
現象抑制効果の検証
＞芝とセダム＋多孔質基盤による，
ヒートアイランド現象抑制効果を熱収支を
用いて比較
35，‘！
10;OO118OO1ZCO13:0014:0015:0016.“
時刻
無処理区;①>②
潔馬=>“からの蒸散が確蕊で善る芝区:③<④:芝からの蒸散グリー ンビズG区:⑤＜⑥セダムからの
23 24
－38－
?
八
①一鐘処理区5“n
②…｡禁処理区1画、??????????
?????????????ーー??
①－鋸処理区5“、
②一・犠処理区'吟、?????????
?????↓↓????ーー??
地中温度(地表面より1cm下） 熱収支
試験日2009/8ﾉ20(当日朝灌水）試験日2009/8/20(当日朝灌水）??????????????????
?』??????????
rUO
6“
5“
ー
内
畠‘“
ｰ
項30o
雷2“
100
里
????
?????【? ? ??
＜芝区＞くグリーンビズG区＞
12:叩の各サー モグラフィ一
■03691215182124時剤z;＞植栽がある芝区･ゲﾘｰ ﾝピズG区では.地表温度:7;が低いため．
顕熱量打=唯一喝）が抑えられる｡“:外気温）
＞芝区･ゲﾘｰ ﾝビズG区において.Zは約4℃の差がみられるが，
サー モグラフィ－では植栽表面の温度を測定しているため，大きな差異は見られない。
＞屋上購下のフロアの空頂負荷を軽減し，省エネやCO2削減に貢献できる。
0
4:006:OO83OqlOml2:0014;0016:0018;”20:卯
時刻
時間変化による湖熱量
OL_
芝区《10幻●11“）グリー ンピズG区(10;”110o
試験区による放熱収支量
放射収支量に対し,多くが潜熱で
消費されていることがわかる。
日中,グリーンビズG区は芝区よりも
大きな潜熱が発生している。
2625
測定期間中での熱収支測定期間中での熱収支
小松市の気象粂件(参考気象庁HP）小松市の気象乗蒔《＝気象庁HP）
②潅水及び雨天の翌日①灌水直後(当日朝灌水） ?『‐?』?．?
?、?? ????
700
600
痔500
f40。
ｰ
2300
2m
100
0
????
一一
序500
F4｡。
ｰ
2300
200
1“
0
痔500
皇4”
ｰ
2300
200
1m
0
浄5”
畠40．
冒3”
200
1叩
0
一一－
芝区グリーンピズG区
(10:00.11:00）（10:00.1100）
2009ﾉ9ﾉｧ
芝区グリーンビズG区
(10倉00.11;00）（10:00-1100）
2009/8/25
芝区グリーンビズG区
(10:00今11:00）（10:00-1100）
2009ﾉ8/20
芝区グリーンビズG区
(10:00.11:00）（10:00.1100〉
2009/8ﾉ19
2827
まとめ測定期間中での熱収支
小松市の気象条件(参考気象庁HP）
③潅水から数日後 ????????????
【??????
＞測定期間中でもっとも暑かった20日は,芝区･グリー ンビズG区ともに
放射収支量は,ほとんどが潜熱量で占められている。
（2日連続で潅水したことで区内の水分量も多かったと考えられる）
???
??
??
＞潅水直後及びその翌日において,グリーンビズG区は，
芝区と同程度の潜熱消費量が得られ,その割合は純放射量の
約半分を占めるといえる。
一?????｜??????? ﹈ ?
■■
、 >潅水数日後において.グリーンビズG区の潜熱消費量は．
芝区よりも若干劣るものの.ヒートアイランド現象抑制効果は
認められている。芝区グリーンピズG区
〈10:00列1:00）（10:00.1100）
2009ﾉ9ﾉ10
芝区グリーンピズG区
(10:00-11.00）（10:00-1100）
2009/8ﾉ27
3029
－39－
－ 座＝
一乏
一グリーンビズG
－土
一グリーンビズ
■:潜熱且■:顕熟■■:伝導髄且
?
’I －
日射時間(’
平均気温(。
最高気温(℃
2009喝ﾉ25
8．5
21．6
26.3
2009円〃
6．0
23.4
27．6
日射時間(h）
平均気温〈℃）
最高気温(℃）
2009個ﾉ19
5．9
25.9
30.3
2009旧如
7.8
28.5
34,6 色:滞鮎且■:函熱量癖1伝導熱量■:湘熱■■:顕舶且■:伝導熱■
■一
■■■■■■■■■■一一コ－
■■■■■■■■■
ﾛ■■■■■
－
I■■■■■■
2009/8煙7 2009掴ﾉ10
日射時間(’
平均気温(。
最高気温(。
5.6
26.5
33．2
7，5
20,1
25.5■:潜舶且■:顕照且■:伝魂熱且
～
■■■■■■
結論･課題 謝辞
＞これまでヒートアイランド現象抑制効果が低いとされていた
セダム緑化においても,保水性に優れた多孔質基盤と
組み合わせることで､芝緑化と同等の抑制効果があることが
最後に,インター ンシップを受け入れてくださった小松精練株式会社
奥谷晃宏氏,また実験中大変お世賭になった金田明久氏に
検鉦できた。 厚く御礼申し上げます。
目
無潅水緑化については，
長期的なモニタリングによる実鉦が必要
本当にありがとうございました。
派遣学生一同
＞日中の地中温度はグリーンビズG区が低く,顕熱量の消費を
抑えることが期待される。
。 各試験区における,熱的物性値の測定と解析が必要
31 32
－40－
